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時間が過ぎるのも早いものでみなさんが入学してから１０か月が経ちました。１年生も残すとこ

ろ２か月ですね。２月は学年末試験があり、みなさんにとって勝負の１か月になると思います。ま

た、４月になればみなさんは２年生に進級し、１つ下の後輩たちが入学してきます。そして２年生

はいよいよ進路についても本格的に考えていかなければいけません。自分の将来を見据えながら、

新しく入学してくる１年生の模範となれるよう、自覚ある行動をしてください。２月はその準備の

期間として今まで以上に気を引き締めて頑張りましょう。 

 

●ＰＤＣＡサイクルを活用しよう 

 ２月の月訓は「反省」です。反省とは、『自分の過去の行動や判断について後悔や失敗感を持っ

て振り返り、その結果から学び、改善する』という意味です。何事も行動を起こせば結果が伴いま

す。その結果を受け止め何が良くて、何が悪かったのかを自ら判断して次に同じ失敗をしないよう

に、または改善できるように努めなければいけません。そこで今回はＰＤＣＡサイクルを紹介させ

ていただきます。 

 ＰＤＣＡサイクルとは、Plan(計画)、Do(実行)、Check(評価)、Action(改善)の４つのプロセス

を繰り返し行うことで、業務効率を改善するためのフレームワークです。 

①Plan(計画)は目標設定とその目標達成のための計画を立てることです。 

②Do(実行)は計画したことを実際に行動に移すことです。 

③Check(評価)は計画、実行したことについて自ら評価することです。 

④Action(改善)は一連の流れを通して至らない点を改善することです。※①に戻る。 

 以上がＰＤＣＡサイクルになります。何事もそうですが、一番よくないのはやりっぱなしになる

ことです。失敗をした時、一時的に悔しさや、次は絶対に成功したいという気持があっても、時間

の経過とともに忘れてしまっては、本当にただの失敗になってしまいます。前述したように、行動

を起こせば結果が伴います。うまくいくこともあれば、うまくいかないこともあります。その結果

をもとに自分に不足している力を見つけ、改善していくことが大切です。現状に満足することな

く、常に向上心を持って何事にも取り組んでください。ＰＤＣＡサイクルは学習、部活動、生活、

どんなことにも応用可能です。ぜひ自分のＰＤＣＡサイクルを作成して自分自身のレベルアップを

目指して頑張ってください。 

 

 

 

 

●便利な生活裏で・・・ 

日本のトイレは実は世界最先端。便利な機能が多々あり、快適さが向上しています。ウォシュ

レットや乾燥、温便座や脱臭、自動でふたが開閉する等、様々な機能があります。用を足す際の

音を消す機能があるものもありますね。他にも、フチなし便器で掃除がしやすくなったり，ノー

タンクで水の勢いで流すものもあります。一昔前のトイレと比べると、格段に便利になりまし

た。便利になったトイレ事情ですが、その裏でこんな困った問題もあるそうです。 

ある子の家のトイレにはセンサーが反応し、自動で排せつ物を流す機能がありました。小さい

頃からその機能に慣れていて、その子にとってはそれが当たり前となっていました。 

ある日、その子が友達の家に行った際、いつものように「流れるだろう」と思って、排せつ物を

流さずにトイレから出てしまいました。後から入った人はビックリ仰天。 

大人の私たちからすると、一昔前の時代を知っているため、最近の技術の発展による便利な生活

は、違いをもとに意識することができます。しかし、子どもたちは生まれた時からずっと便利な

ものに囲まれていて、それが当たり前になっているのです。 

生活がより快適になることは喜ばしいことですが、社会がどんどん便利な生活になっていく裏

で、マナーや思いやりといった、言葉にはしにくい「心」が失われつつあるのかもしれません。

今回はトイレについての話題でしたが、携帯や、テレビ、タブレットなど便利なものは上手に使

いながら、当たり前のことを当たり前と思わず、人の心を大切にできるように心がけていきまし

ょう。 

●２月行事予定 

 ２月行事予定 

６日(火) 常任委員会 15:50～  ２３日(金)  天皇誕生日 

 １４日(水) 予餞会 1 限～４限  ２６日(月)  学年末試験① 

 １９日(月)  学年朝礼  ２７日(火)  学年末試験② 

 ２０日(火) 学年末試験 1 週間前  ２８日(水)  学年末試験③ 

 ２１日(水) 3 年生賞状・賞品授与式  ２９日(木)  学年末試験④ 

 ２２日(木) 卒業証書授与式  ３月１日(金)  学年末試験⑤ 

 

爾 今 生 涯 


